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Y/¥MAD/¥ 保証書
この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。 I持込修理 I

コーヒーミル Eコ 番 YCM-G26D1 ロロ

＊お客様お名前 様

＊こ住所 〒 ＊電話番号（ ） 

保証期間 ＊取扱販売店名，住所，電話番号

＊お買上げ日 年 月 日から

本体 1年間（但し付属品は除く）

＊印欄に記入のない場合は無効となりますから必すこ確認ください。

お買上げの日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルその他の注意書きに従った正常な使用状態で

故障した場合には、本書記載内容にもとづき、お買上げの販売店が無料修理いたしますので、商品と本保証

書をこ持参こ提示のうえ、お買上げの販売店にこ依頼ください。

l.保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。

イ使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。

ロお買上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。

八火災 ・ 地震・水害 ・ 落雷 • その他の天災地変ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障
または損傷。

二．業務用としての使用、車両 ・船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故障または損傷。

ホ本書の提示がない場合。

へ本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

ト．消耗部品の交換
仕様変更 ｝など

2 保証期間内でも商品を修理窓ロへ送付された場合の送料や、出張修理を行った場合の出張料は、お客様

のこ負担となります。

3.こ転居の場合は事前にお貢上げの販売店にこ相談ください。

4. こ贈答品等で本書に記入してあるお買上げの販売店に修理をこ依頼になれない場合には、下記の

「ハーブリラックスお客様相談室」にお問い合わせください。

5 本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan. 

6 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。

戸
●この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保

証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の

権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理等についてこ不明の場合は、お買上げ

の販売店または株式会社ヤマダ電機「ハーブリラックスお客様相談室」にお問い合わせください。

●保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、 10ページの「修理サービスにつ

いて」の項をこ覧ください。

株式会社ヤマダ電機

|【J＼ーブリラックスお客嶽談室】TELO120-258-260（無料）］
〒370-084l 群馬県高崎市栄町1番 1号

受付け時間：午前10時～午後9時（元日のみ休日） Y11 

T/¥M/¥D/¥ 

取扱説明書
I保証書付（裏表紙） 1

一般家庭用
（業務用としては使用しないでください）

コーヒーミル
品番：YCM-G26D1

お買上げまことにありがとうこざいます。
●この「取扱説明書 （保証書付）」をよくお読みのうえ正しく

お使いください。お読みになった後は、いつでも取り出せる

ところに大切に保管してください。特に 1~3ページの

「安全上のこ注意」を必すお読みください。

●この商品を使用できるのは日本国内のみで、国外では使用

できません。

This appliance is designed for domestic use in 

Japan only and cannot be used in any other country. 
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安全上のこ注意 競お守りください

ここに示した注意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するための、安全に関する
重要な内容ですので、必すお守りください。その表示と意味は、次のようになっています。

●この表示を無視して、誤った使いかたをしたときに生じる内容を、 2つに区分しています。

△警告員戸旦喜悶
●本文中の絵表示の意味です。

企注意ば胃：霜猛悶霊嘉
発生が想定される内容。

R釦、してはいけない
®—般的な禁止 c分解禁止 Rぬれ手禁止

禁止 「禁止」の内容です。
R水ぬれ禁止

◎ Oは、必す実行していただ＜
◎紅行う e電源プラグを抜く強制 「強制」の内容です。

企 寧I I 
牛
Eコ

R電源コード ・電 源プラグを破損 R上挽き刃・下挽き刃は鋭利なた
するようなことはしない め、直接手を触れない
（無理に曲げる引っ張る・ねじる束ね 上挽き刃の取り外し、取り付け、お手
る重い物を載せる挟みこむ高温部 入れ、保管は特にこ注意ください。
に近づけるなどしない）電源コードが
傷付いて、火災感電故障の原因とな

R子供だけで使わせたり、幼児のります。

R電 源 コ ー ド や 電 源 ブラグが傷ん
手の届くところで使わない
やけど感電•けがをするおそれがあり

でいたり、コンセントヘのさし込 ます。
みがゆるい時は使用しない
感電・ショート・発火の原因となります。

R安全スイッチ（リング）を指や

R豆容器の中に、手・スプーン・ 棒などでさわらない

はし・掃除ブラシなどの異物を 故障 ・けがの原因となります。

入れない
●豆容器の中にコーヒー豆以外の異物

⑲本体を水につけたり、水をかけを入れて運転しない

故障・けがの原因となります。 たりしない

水ぬれ禁止ショート・感電の原因となります。

①改造はしない
また修理技術者以外の人は、

R ぬ れ た 手 で 電 源 プ ラ グを抜き分解禁止分解したり修理をしない
火災 ．感電・けがの原因となります。 さししない

修理はお買上げの販売店、または当社 ぬれ手証感電やけがをすることが 三"1ド1,壽， 
「ハーブリラックスお客様相談室」に あります。

こ相談ください。
ヽ~ ヽ

／ 

企
ヽ

攀I I 
牛
Eコ

R定格15A以上・交流lOOVの R本製品は必到屋内で使用する

◎異常・故陣時には、直ちに使用
を中止する
そのまま使用すると、発煙•発火、
感電、けがのおそれがあります。

R 電 源 プ ラ グ を 抜 く と き は 電 源 く異常・故障例＞

コードを持たすに必す電源プラ ●電源コードを動かすと通電したり、

グを持って抜く しなかったりする。

感電やショートによる発火を防ぐため
●電源コードの一部や電源プラグがい
つもより熱い。

です。
●電源コードや電源プラグが変形・変
色・損傷している。R -ブラグに付着したほこりなど •その他の異常や故障がある。

よく拭き取る ※すぐに電源プラグを抜いて、
ほこりが付着すると、湿気などで絶縁 お買上げの販売店へ点検、修理を
不良となり、火災の原因となります。 依頼してください。

‘ ノ

r 

企
ヽ

注 コ
、思

Rカーペット、紙、おぽんなど、 R使用中は、本体から離れない
不安定な場所で使わない 必す、本体のそばにいて様子を見な

けがの原因となります。 がら使用してください。

Rコーヒー豆以外のもの、また、 R豆容器の半分以上にコーヒー豆
湿った豆や生豆を挽かない を入れて使わない
故障の原因となります。 破損して、けがの原因となります。

R 本 体 の す き 間 や 穴 に ピ ン や 針 金 R 運 転 中 に 豆 容 器 フ タ 、 粉 受けフ
などの金属物など、異物を入れ タの取り付け、取り外しはしない

ない 内容物が飛び散って、けが、故障の原

感電、けが、故障、破損の原因となります。 因となります。

R豆容器などの部品は食器乾燥機 R粉受けを外したまま運転しない
など高温になるものに入れない 内容物が飛び散って、けが、故障の原
けが、故障の原因となります。 因となります。

ヽ 、

ー 2
 



安全上のこ注意（つづき） I 
r ヽ

企 注 コヽ翠

R火気の近くで運転しない R関したり、落としたりぷつけた
本体の変形、故障の原因となります。 り、強い衝撃を加えない

感電、けが、故障の原因となります。

Rカラ運転し な い R業務用として使わない。また、不
故障の原因となります。 特定多数の人が使うところに置

かない

R使用後は必すお手入れをする 連続過負荷による故障のおそれがあり

雑菌が繁殖したり、材料が固まって ます。

使えなくなるおそれがあります。

◎連続運転は1分以下にし、くり ◎ -コードは、本体底酉のコード
返し使うときは15分以上閻隔 ガイドに入れて使用する
をあけて使う 電源コードが傷付いたり、転倒により、
故障の原因となります。 けが、故障の原因となります。

R電源プラグは根元までしつかり R電源プラグを抜き差しするとき
さし込む は、必す電源スイッチが「O」の
感電 ・ ショート•発煙•発火のおそれが 状態で行う
あります。 けがの原因となります。

◎移動するときは、電源プラグを ◎電源コードが破損した場合に
抜き、必す本体を持って移動 は、危険が生じないようにす
する るために、お買上げの販売店
部品が外れて、けが、故障の原因となり または、当社の「ハーブリラッ
ます。 クスお客様相談室」にこ相談

ください。

e 部品の取り付け•取り外し・ e使用時以外は電源プラグをコ
お手入れは電源プラグをコン ンセントから抜く

プラグを抜くセントから抜いて行う ブラグを抜くけがややけど、絶縁劣化による感電・
感電・けがの原因となります。 漏電火災を防ぐためです。

豆容器を取り外すときは、上挽き刃が落下
しないように注意して取り外す

内容物が飛び散ったり、上挽き刃が落下してけが、
故障、破損の原因となります。

ヽ~ ヽ

各部のなまえとはたらき I 

豆容器フタ
コーヒー豆を挽くときは、
必す取り付けてください。

豆容器
コーヒー豆は、豆容器の1/2を
目安に入れてください。

こ

＇ 
脱着印
取り付けるときや取り外すときは、
本体の突起部に合わせてください。

パッキン
お買上げ時には取り付けてあります。

上挽き刃
手を切らないようにこ注意ください。

突起部
豆容器の脱着印や目盛を合わせ
ます。

運転ポタン
押している間だけ運転します。

LEDランプ
運転待機状態に点灯
します。

本体

粉受けフタ

こ

粉受け

お手入れ用ブラシ
（付属品）

＝ 目盛

豆容器を回すと、引き加減（挽く粗さ）
を10段階で詞節できます。目盛が小
さいほど細かく挽き、大きいほど粗く

;；：犀：言し月すと

墾目盛を突起部に合わせる

下挽き刃

手を切らないようにこ注意ください。
※下挽き刃は取り外しができません。

安全スイッチ

コードガイド

こ使用時は電源コードを必すコード
ガイドに入れてこ使用ください。

（本体

］ UII~弓野手
コード

ガイド

電源スイッチ

CDi、loi攣詈
「〇」側に倒してください。

電源コード

電源プラグ

交流1OOV・l 5A以上のコンセントを
こ使用ください。使用後は、必す電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。

3
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1 使いかた 使用中は本体から離れないてくたさい。 1

※豆容器が取付けられていない場合、 8ページの「部品の取り付けかた／取り外しかた」に

従って豆容器を取り付けてください。

1電源プラグをコンセントの奥まで確実にさし込む

7豆容器フタを手で押さえながら、
運転ボタンを押す
●運転ボタンを押している間だけコーヒー豆を
挽きます。

万▽
2豆容器を回し、コーヒー豆の挽き加減を調節する

●豆容器の目盛(1~10)を本体の突起部に合わせてください。
1（細挽き）～10（粗挽き）の 10段階でお好みの粗さに調節できます。

※目盛が 1~10の範囲に設定されていない場合、安全機構により電源が入りません。

; 

コーヒー豆の挽き加減の目安

エスプレッ叫目盛：1～3 一サイフオン

ドリップ
目盛：4~10

粗挽き 「n細挽き

目盛を突起部に合わせる I右

一豆容器

目盛

突起部
| 

3豆容器フタを取り外し、豆容器にコーヒー豆を入れる
•コーヒー豆は豆容器の1/2以下を目安に入れてください。
※「目盛3」で定格時間内に挽＜量です。（約10杯分）
※定格時間内に挽くことのできる量は、目盛によって
異なります。

※粉受けに一度に入るコーヒー粉は約lOOgです。
•コーヒー豆以外のもの、また、湿った豆や生豆を入れない
でください。

4豆容器フタを取り付ける
●豆容器フタを必す取り付けてください。

5粉受けを本体にセットする
●粉受けフタを必す取り付けてください。
●粉受けは本体の奥まで確実にセットして
ください。

6電源スイッチを「 1」側に倒し、
電源を入れる
•LEDランプが点灯し、運転待機状態になり
ます。

※豆容器の目盛が1~10の範囲に設定され へ＼

ていない場合、安全機構により電源が入り ヘ
ません。

粉受I

疇

△注意
● l分以上の連続運転はしないでください。
（合計1分間連続で使用したら、 15分以上休ませる）

●粉受けからコーヒー粉が溢れないようにこ注意ください。

8挽き終わったら、電源スイッチを
「O」側に倒し、電源を切る
•LED ランプが消灯します。

9粉受けを本体から取り出す
※粉受けを取り出すときは、本体内部に残った粉が
落ちることがあります。
粉受けを取り出す前に、本体を少し前に傾けて軽く己叫
たたき、粉を落としてください。

※コーヒー粉は早めに使い切ってください。残った
コーヒー粉は密封容器に入れて、冷暗所に保管して
ください。

※豆容器に残った豆は、下記の「豆容器に残った豆の
取り出しかた」をこ参照ください。

10使用後は電源プラグをコンセントから抜く
●使用後はお手入れを行ってください。（吟7~8ページ）

疇

疇

筐応
豆容器に残った豆の取り出しかた
こ使用後に豆容器に残ったコーヒー豆を取り出すときは、必す電源プラグを抜き、下記の手順に
従って取り出してください。

※豆容器の脱着印（▼）が本体の突起部の位置にある状態で行わないでください。豆容器が落下

して、けが、故障の原因となります。

1本体を手前に倒し、内部に残っている 2豆容器を取り付けたまま本体を傾け、

コーヒー粉を排出口から取り除く 残ったコーヒー豆を取り出す

5
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1 お手入れ 寄讐予？誓ぷ誌い。 1

心注意
●必す電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。
•お手入れの際は、金属製のたわしや、みがき粉、ベンジン、シンナー、漂白剤などを使わないでください。
●使用後は早めにお手入れしてください。付着物が乾燥すると、汚れが落ちにくくなります。
●食器洗い乾燥機、食器乾燥機は使用しないでください。
•40℃以上のお湯は使用しないでください。

［豆容器・豆容器フタ・粉受け・粉受けフタ l
＊下記の「部品の取り付けかた／取り外しかた」に
従って取り外し、取り付けを行ってください。

●柔らかいスポンジで水洗いしてください。
●汚れが落ちにくい場合は台所用中性洗剤を使って、
スポンジまたはブラシなどを使用して汚れを落とし
たあと、よく乾かしてください。

豆容器フタ

こ粉受けフタ

中性洗剤、スポンジ

本体
、

J 豆容器取り付け部

●水をふくませた柔らかい布を固くしぽって拭いてから、乾いた布
で拭いてください。

●汚れがひどいときは、水でうすめた台所用中性洗剤をふくませた
柔らかい布を固くしぼって拭いた後、洗剤を拭き取ってください。

C下挽き刃•豆容器取り付け部）
●付属のお手入れ用ブラシで取り除いてください。
（汚れがたまると、故障の原因となります。）

こ
お手入れ用ブラシ

゜
●付属のお手入れ用ブラシで取り除いてください。

（電源プラグ）

●乾いた布でほこり、汚れを拭き取ってください。
（ほこりがたまると、火災の原因となることがあります。）

△ 注意
•本体に水をかけて洗わないでください。ショート、感電、故障の
原因となります。

下挽き刃

電源プラグ

豆容器 粉受け

水滴をきる 1
お手入れのあとは、よく乾かしてください。
水滴が付いたまま保管すると、雑菌が繁殖することがあります。

:部品の取り付けかた／取り外しかた※上挽き刃、下挽き刃で手を切らないようにこ注意ください。］

（上挽き刃・パッキンの取り付けかた）※閤腐北翌塁‘さ哀り付けかたの反対の手順で

①パッキンの向きを確認し、上挽き刃に取り付ける ②上挽き刃（バッキン）を本体に取り付ける
上挽き刃の凸部(3カ所）を本体の凹部(3カ所）
にさし込み、確実に取り付けてください。疇門 -た凸部(3カ所）

密着させる

／ 
.．¥-・-、 凹部(3カ所）ご メ

※確実に取り付けられていな
いと、豆容器を正しく取り
付けることができません。

パ ッ キ ン ＠

r’‘ 上挽き刃

上挽き刃 ） 
＊右記の「部品の取り付けかた／取り外しかた」に
従って取り外し、取り付けを行ってください。

●付属のお手入れ用ブラシで取り除いてください。

水洗い禁止

バッキン ） 
＊右記の「部品の取り付けかた／取り外しかた」に
従って取り外し、取り付けを行ってください。

●柔らかいスポンジで水洗いしてください。
●汚れが落ちにくい場合は台所用中性洗剤を
使って、スポンジまたはブラシなどを使用して
汚れを落としたあと、よく乾かしてください。

ビ

C豆容器の取り外しかた）※塁悶盟昇委危乱歴）外しかたの反対の手順で

①豆容器を矢印の方向（左方向）に突き当たるまで ②豆容器を持ち上げて取り外す
回す ※豆容器にコーヒー豆が残っている場合は、
豆容器の脱着印（▼）が本体の突起部の位置 コーヒー豆を取り除いてください。
にあることを確認してください。 吟6ページ「豆容器に残った豆の取り出しかた」

※上挽き刃の落下に注意してください。

i □ _j ト脱着印—甦言
突起部 會

三恥〉
疇

容器

.. _。 ．
 

目盛の位置まで右に回し、確実 脱着印が突起部の位置にある ※取り付けるときは、
に取り付けられていることを確 ● ことを確認し、豆容器を上から ● 脱着印を突起部の位置に
認する 軽く押さえながら右に回す 合わせて取り付ける

7
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故障かな？と思ったら I 

修理を依頼される前に、次のことをお調べください。

症 状 確認してください

｀ 
し 、

/

,＇

、

処置の方法 恵鳥〕

動かない

スイッチが

入らない

電源プラグが抜けていませんか？

電源スイッチが「 l」側になって

いますか？

豆容器が本体に正しく取り付け

られていますか？

コーヒー豆やコーヒー粉が引っ

かかっていませんか？

運転中に止まる

調理物がもれる

コーヒー豆を入れすぎていませ

んか？

豆容器フタ、粉受け粉受けフタが

正しく取り付けられていますか？

パッキンが上挽き刃に正しく

取り付けられていますか？

コーヒー豆を入れすぎていませ

んか？
［コーヒー豆を減らしてください。

カラ回りする

豆容器の目盛が1~10の範囲に 1コーヒー豆の挽き加減を、お好み

設定されていますか？ の位置に合わせてください。

コーヒー豆以外のものや湿った 1焙煎（ロースト）されたコーヒー豆

豆、生豆を入れていませんか？ をこ使用ください。

コーヒー豆を入れすぎていませ

んか？

コーヒー豆やコーヒー粉が引っ

かかっていませんか？

電源プラグをコンセントにさし込ん

でください。

電源スイッチを「 l」側に倒し、電源

を入れてください。

豆容器に本体を正しく

確実に取り付けてください。

ロ て く だ さ い 。

5
 

4、5

8
 

［コーヒー豆を減らしてください。

［正しく確実に取り付けてください。

パッキンを上挽き刃に正しく確実

に取り付けてください。

［コーヒー豆を減らしてください。

［お手入れをしてください。

: 
（ ； 

5 l 
5 l 

； 

※豆容器の中のコーヒー豆を減らしたり、取り出したりするときや、引っかかっているコーヒー豆やコー

ヒー粉を取り除くときは必す電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて行う。

長年こ使用のコーヒーミルの点検を！四

品 番 YCM-82601 電 源 交流lDOV 50/60Hz 

消費電力 150W 定格時間 1分

l分当たり回転数 約900回／分 ミル容量 約lOOg

電源コードの長さ 約1.4m 質 量 約1.4kg

安全装置 温度ヒューズ（モータ内部） 付 属 品 お手入れ用ブラシ

外形寸法 幅約120mmx奥行約180mmx高さ約290mm

※仕様は改良のため予告なく変更することがあります。

修理サービスについて 1 

ヽ

(1)保証書
●この製品には、保証書がついています。
保証書は、お買上げの販売店で 『販売店名•お買上げ日』 などの記入をこ確認のうえ、内容を
よくお読みの後、大切に保管してください。なお、製品の修理以外の保証はいたしかねます。
保証期間は、お買上げ日より本体 l年間です。

(2)修理を依頼されるとき
●保証期間中は

内部機構をさわらすに（保証期間外の場合でも内部はさわらないでください。）お買上げの販売
店に修理をご依頼ください。
保証書の記載内容により修理いたします。保証書のご提示なき場合、有料修理となることがあります。

●保証期間が過ぎているときは
お買上げの販売店または株式会社ヤマダ電機「ハーブリラックスお客様相談室」にこ相談ください。
修理により使用できる場合は、お客様のこ要望により有料修理いたします。

(3)補修用性能部品の保有期閻
このコーヒーミルの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造
打切後 5年です。

(4)こ使用中ふだんと変わった状態になりましたら、ただちにこ使用を中止し、お買上げの販売店に点検 ・
修理をこ依頼ください。
●お客様こ自身での分解・修理は危険です。修理には特殊な技術が必要です。

(5)修理サービスについてこ不明な場合
修理サービスや製品についてのこ相談は、お買上げの販売店または株式会社ヤマダ電機「ハーブリラッ
クスお客様相談室」にお問い合わせください。
●こ転居やこ贈答品などでお困りの場合は、株式会社ヤマダ電機「ハーブリラックスお客様相談室」に

お問い合わせください。

株式会社ヤマダ電機
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I電源プラグにほこりやこみがたまっている。 ...| tl,翌翌器l,？取り

お客様相談室や保証書におけるお客様の個人情報のお取扱いについて 1 

•お客様相談室でお受けした個人情報は、修理やこ相談への回答などに利用いたします。
●利用目的の範囲内で、当該商品に関する株式会社ヤマダ電機および関係会社に、お客様の個人情報を提供する

場合があります。その場合も当社と同等の個人情報保護を行わせますので、こ了承ください。
●保証書にこ記入いただいたお客様の住所氏名などの個人情報は、保証期閻内のサービス活動およびその後の安
全点検活動に利用させていただく場合がありますので、こ了承ください。
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